
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０２

基盤研究(B)

2014～2011

デジタルアーカイヴズと英国初期近代演劇研究―劇場、役者、印刷所を繋ぐネットワーク

Digital Archives and Early Modern English Theatre: The Network of Playhouses, 
Players, and Printing-houses

３００９２９２７研究者番号：

加藤　行夫（KATO, Yukio）

筑波大学・人文社会系・教授

研究期間：

２３３２００５９

平成 年 月 日現在２７   ５ ２１

円    15,000,000

研究成果の概要（和文）：　本研究では、主として英国初期近代（エリザベス朝およびジェイムズ朝）の演劇作品およ
び当時の役者・劇団・劇場の総合研究を「歴史実証主義的立場」から新たに検証し直す作業を行なった。とくに「デジ
タルアーカイヴズ」を多用して、定説と考えられてきた既存の概念・理論を、現存する公文書や有力な歴史的基礎資料
を根幹とした「検証可能な方法」で再検討し直すことを最大の特徴とした。
　この研究手法により、当時の劇作家、幹部俳優、劇場所有者、印刷出版業者等をはじめとした「演劇世界全般の相関
的ネットワーク構築」の特徴的なありようを、演劇理論や劇作家と劇団研究、個々の劇作品とその出版等を通して追究
した。

研究成果の概要（英文）：　This project employed the methodologies of historical positivism in order to 
reexamine comprehensively the many facets of Early Modern English (i.e. Elizabethan and Jacobean) drama, 
ranging from the plays to the actors, acting troupes, and the theaters. What particularly distinguishes 
this project is its use of digital archives. By making use of such archives, it was able to reassess 
established notions and theories through a process of verification; each of the notions and theories were 
reexamined through close investigation of extant public records and major historical records.
　By applying this methodology to research into stage theory, playwrights, acting troupes, individual 
plays, and the publication of these works, this project attempted to create an interconnected network of 
the many aspects of the theater world of the period, which includes playwrights, major actors, theater 
owners, printers, and publishers.

研究分野： 英文学、イギリス文学

キーワード： エリザベス朝　演劇　シェイクスピア
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１．研究開始当初の背景 
 シェイクスピアをはじめとするルネサン

ス演劇研究の当初の背景は、新歴史主義やフ

ェミニズム系統の理論派による作品批評の

興隆がほぼ収束し、新たに文化研究の視点か

ら見た演劇研究や、グローバル化またはロー

カル化した「上演・パフォーマンス研究」へ

とシフトしつつあった。 

 しかしその一方で、2010 年には別の動きも

あった。ローズ劇場の詳細な記録を保存して

いた Henslowe’s Diaryや、ルネサンス期演

劇の総合的研究では代表的な E. K. Chambers

による The Elizabethan Stage（全 4 巻）が

再刊行され、演劇とその周縁世界との相関関

係への「歴史主義的関心」が未だ弱体化して

いないことを示した。また日本シェイクスピ

ア協会が 2012 年に発刊した創立 50周年記念

論文集のタイトルには、『シェイクスピアと

演劇文化』という表現が使われ、演劇を俳

優・演劇関係者や印刷・出版界の人物たちに

よって織り成される総合的ネットワークの

産物（＝演劇文化）として把握しようとする

姿勢が明らかになっていた。 

 

２．研究の目的 
 本研究は、歴史実証主義的視点から演劇界

全体を見直す総合的作業であり、特に最近発

展と拡大が顕著なデジタルアーカイヴズを

使って、現存する演劇関連の手稿記録（マニ

ュスクリプト）、公文書、および同業者組合

関連記録、作品の古版本等の物的証拠を網羅

的に検証し直し、またデータベースを使った

定量・定性的な本文研究を実践することを目

的とした。これにより初期近代演劇における

ネットワーク構築を「広範囲な証左の収集お

よび再検証」を通して明らかにしようとした。 

 デジタルアーカイヴズの大きな特徴は、高

い潜在価値を有する「未刊行の歴史的資料」

への直接的なアクセスを可能にすることで

あり、それにより最先端の情報を盛り込んだ

最新の学説を発表し、従来の議論を新たな見

解から見直すことが可能になる点にあった。 

 
３．研究の方法 
 本研究は、歴史実証主義的手法に基づいて、

英国初期近代演劇を、劇作家、幹部俳優、劇

場所有者、印刷出版業者等をはじめとした

「演劇世界全般の相関的ネットワーク」の所

産として捉えようとするものであった。その

ためにまず、近年めざましい進歩を遂げつつ

あるデジタルアーカイヴズを多用し、インタ

ーネット上で公開されているマニュスクリ

プトや初期版本、また膨大な数の当時の公文

書や古文書資料の精確な読解と分析を行っ

た。それらの資料に基づき、①演劇作品、②

劇作家、③俳優とパトロン、④劇場と地方公

演、⑤印刷と出版に関する一次資料について、

精読と分析という文献学的な手法による基

礎研究を行った。 

 

４．研究成果 

 平成 23 年度は、劇作品の構造を手稿本か

ら再度検証し直し、悲劇の構成要素、マルテ

ィプル・プロット戦略、stage direction や

観客の視点等を分析した。 

 従来の研究においては、古版本のテクスト

を（様々な異本の存在にも拘わらず）当然の

前提として、劇作品を解釈して来たが、本研

究では W.W.Greg, Dramatic Documents from 

the Elizabethan Plauhouses や The Malone 

Society’s Collection Volumes などを再度

精査することで「手稿本」に立ち返り、マニ

ュスクリプトから印刷本へ至る道筋を再検

証しようとするものである。 

また、これらの劇作品が持つ意味を、その

劇的な構成要素、プロット構造、stage 

direction や観客の視点等に的を絞って究明

した。Stage direction の問題や観客の反応

については、従来も注目課題の一つとしてし

ばしば取り上げられて来たが、本研究では、

手稿本から印刷本が出来上がるプロセスに

おけるト書きの変容を丹念に跡づける作業



を通し、ト書きや観客反応の問題を解明した。 

 平成 24年度は、“ODNB (Oxford Dictionary 

of National Biography)”, “Shakespeare 

Authorship Page”, “Biographical Index 

of English Drama Before 1660”をはじめと

したデジタルアーカイヴズ等を使い、劇場・

劇団・役者に密接に関連する情報を抽出し、

文献学的に厳密な手法で読解作業を行った。 

 英国初期近代演劇においては、近代劇とは

異なって、個々の劇作家の個性と才能もさる

ことながら、劇作家を取り巻く劇場の経営者

たち、劇団の幹部と俳優といった、これまで

は劇作家の周辺に存在していたにもかかわ

らず、劇作家の作劇には本質的な影響を与え

たとは見なされていなかった人物とそのネ

ットワークが、演劇の生成過程に関わる重要

な要素として認められつつあるが、当年度は、

このネットワークに焦点を当てた研究を行

った。 

 平成 25 年度は、劇団の地方公演の実態、

貴族の庇護とプロテスタントの反発、バラッ

ドの出版、パンフレット作者と演劇の問題等

を、現存する資料から再考察を試みた。英国

初期近代演劇においては、劇作家のみならず、

劇団と劇場、彼らを庇護するいわゆるパトロ

ンとしての貴族、あるいは手稿本を印刷する

印刷業者たちが複合的に関与しながら、演劇

という舞台芸術を成立させていた。しかしな

がら、従来の研究では、専ら作品の内的な要

素のみに焦点が当てられ、作品を取り巻くこ

れらの外的な要因に関する研究が手薄であ

った。 

 また首都ロンドンを離れた劇団が行って

いた「地方公演」というテーマについては、

まだ日本での研究はかなり手薄である。本研

究では “REED (Records of Early English 

Drama)”などのデジタルアーカイヴズを利

用して、当時の地方公演の膨大な情報を収集

し、精密な調査と読解、それらを基にした劇

団と地方公演、パトロンとの関係を明らかに

した。 

 平成 26 年度は、文学史の表面に現れない

マイナーな劇作家と作品、また無名の観客が

残した観劇記録、地方巡業の記録などに依拠

し、興隆する初期近代英国演劇の「底流」の

考察を通し、「本流」の再考察への道筋とし

た。 

 当年度は最終年度に当たり、本研究の最終

段階として、いわゆる演劇の本流に対する傍

流の流れを、無名の劇団と劇作家、またそれ

らの公演に訪れたであろう観客に焦点を当

てた。前年度同様、マニュスクリプトや公文

書、古文書等の未公刊の歴史的資料を掘り起

こしつつ、“REED (Records of Early English 

Drama)”のデジタル化された資料も活用し

て、隠れた地方公演に表れる貴族と劇団・役

者のネットワークを探りあてる作業を行な

った。 

 周知のように、日本、あるいは世界におけ

る英国初期近代演劇研究は、シェイクスピア、

クリストファー・マーロウ、あるいはベン・

ジョンソン等、すでに古典的な地位を獲得し

た劇作家についての研究が中心であり、これ

らの作家たちを除くいわゆる本流から外れ

た劇作家や劇団については、これまでほとん

ど未開拓の分野であった。本研究に参加する

研究者たちは、その多くが『エリザベス朝演

劇事典』（外山滋比古監修、岡本靖正他編、

みすず書房、近日刊行予定）の執筆陣である

が、本事典は、シェイクスピア以外の劇作家

たちの作品の内容とその執筆年代、あるいは

ソース等について、ほぼ網羅的に説明した画

期的な事典である。本研究は、本事典の成果

も十分取り入れながら、さらにそれを発展さ

せて、“Literature Online”というデジタ

ルアーカイヴズから調査できる既存の先行

研究を、新しい歴史的資料の文献学的な調査

と融合させながら、英国初期近代演劇のマイ

ノリティたちのネットワークについて、これ

まで発見されて来なかった新しい知見を多



く得ることができた。  

 最終年度終了後、4 年間の研究の成果を整

理しつつ、これまでに得た成果を盛り込んで、

12 人の共同執筆による論文集『シェイクスピ

ア 時 代 の 演 劇 世 界 － Theatre in the 

Shakespearean Age－』（九州大学出版局、2015

年）を出版することが確定した。なお、本論

文集は、平成２７年度科学研究費助成事業

（科学研究費補助金）「研究成果公開促進費」

を獲得して出版されるものである。 
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